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顧みられない熱帯病（NTD)



• 熱帯・亜熱帯地域に蔓延

• 多くは蚊やハエ、動物によって媒介

• 衛生状態の悪い住環境で長く生活することにより、感染

• 先進国の人が旅行に行ったくらいでは感染せず、到死率も低いので、ドナーのお金が集ま
らない

• 感染者は貧困層なので、薬を買えない

• 製薬・診断ツールの開発が進まない

• しかし、失明や身体の奇形、深刻な皮膚疾患など社会活動への参加困難や差別など、
生涯において大きく影響

• WHOが推奨する5戦略を駆使して、根絶・制圧・対策が可能

顧みられない熱帯病（NTD)



症状管理

水・衛生の改善

ベクター対策
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NTDの制圧・対策のためのWHO５戦略



NTDの制圧・対策のためのWHO５戦略

NTD 集団投薬
獣医

公衆衛生
水・衛生の改善 ベクター対策 症状管理

ブルリ潰瘍 〇 〇

シャーガス病 〇 〇

デング熱 〇 〇

エキノコッカス症 〇 〇 〇

食品媒介吸虫症 〇 〇 〇 〇 〇

ギニアワーム 〇 〇

アフリカ睡眠病 〇 〇 〇

リーシュマニア症 〇 〇 〇 〇

ハンセン病 〇 〇

リンパ系フィラリア症 〇 〇 〇 〇

オンコセルカ症 〇 〇 〇 〇

狂犬病 〇 〇

住血吸虫症 〇 〇 〇 〇 〇

ヘビ咬傷 〇

土壌媒介蠕虫症 〇 〇 〇

有鉤条虫・嚢虫症 〇 〇 〇 〇

トラコーマ 〇 〇 〇

ヨーズ（イチゴ腫） 〇 〇 〇



NTD
グローバル目標

世界保健総会採択
根絶 制圧* コントロール

ブルリ潰瘍 ✓ WHA57.1 (2004)

シャーガス病 ✓ WHA57.1 (1998)

デング熱 ✓ WHA55.17 (2002)

エキノコッカス症 ✓ WHA3.23 (1950)

食品媒介吸虫症 ✓ WHA31.48 (1978)

ギニアワーム ✓ WHA39.21 (1986)

アフリカ睡眠病 ✓ WHA57.2 (2004)

リーシュマニア症 ✓ WHA60.13 (2007)

ハンセン病 ✓ WHA51.15 (1998)

リンパ系フィラリア症 ✓ WHA50.29 (1997)

オンコセルカ症 ✓ WHA47.32 (1994)

狂犬病 ✓ WHA3.20 (1950)

住血吸虫症 ✓ WHA65.21 (2012)

ヘビ咬傷 ✓ WHA71.5 (2018)

土壌媒介蠕虫症 ✓ WHA54.19 (2001)

有鉤条虫・嚢虫症 ✓ WHA31.48 (1978)

トラコーマ ✓ WHA51.11 (1998)

ヨーズ（イチゴ腫） ✓ WHA31.58 (1978)

顧みられない熱帯病の制圧・根絶の歴史
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1997 2000 2003 2005 2006 2007 2012 2013 2015 2017 2018 2020

橋本イニシアチブ（デンバーG8サミット）

MDG発表（UN総会）

“顧みられない”人々の公衆衛生対策必要（第1回ベルリン会議）

NTDの包括的な対策枠組み（第2回ベルリン会議）

2014

顧みられない熱帯病の制圧・根絶の歴史
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疾病別制圧事業から統合的制圧事業へ

❑ 多くのNTDは、蔓延地や感染者が重複
❑ 1つの公衆衛生措置が複数のNTDに有効

複数の熱帯病疾患をまとめてアドボカシーし、
対策を構築するほうが効率的
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1997 2000 2003 2005 2006 2007 2012 2013 2015 2017 2018 2020

橋本イニシアチブ（デンバーG8サミット）

MDG発表（UN総会）

“顧みられない”人々の公衆衛生対策必要（第1回ベルリン会議）

WHOにNTD対策部設立

第1回グローバルNTDパートナーシップ会議

WHOがNTDロードマップを発表、ロンドン宣言

NTDとして初の世界保健総会採択、COR-NTD設立

NTDの包括的な対策枠組み（第2回ベルリン会議）

NTDがSDGターゲットに（UN総会）；年間NTD治療者数が10億人に到達

2014

Uniting to Combat NTD設立

顧みられない熱帯病の制圧・根絶の歴史

NTDとして初の世界保健総会採択

NTDがSDGターゲットに（UN総会）
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NTDと持続的な開発目標（SDG）
NTD

ターゲット3.3 2030 年までに、エイズ、結核、マラリア及び顧みられな い熱帯病といった伝染病
を根絶するとともに肝炎、水系感染症及びその他の 感染症に対処する。

指標3.3.5 「顧みられない熱帯病」（NTDs）に対して介入を必要としている人々の数

ターゲット3.8 すべての人々に対する財政保障、質の高い基礎的なヘルスケア・サービスへのアクセ
ス、および安全で効果的、かつ質が高く安価な必須医薬品とワクチンのアクセス提
供を含む、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）を達成する。
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NTDsは多くのSDGゴール達成に貢献



1997 2000 2003 2005 2006 2007 2012 2013 2015 2017 2018 2020

橋本イニシアチブ（デンバーG8サミット）

MDG発表（UN総会）

“顧みられない”人々の公衆衛生対策必要（第1回ベルリン会議）

WHOにNTD対策部設立

第1回グローバルNTDパートナーシップ会議

WHOがNTDロードマップを発表、ロンドン宣言

NTDとして初の世界保健総会採択、COR-NTD設立

NTDの包括的な対策枠組み（第2回ベルリン会議）

NTDがSDGターゲットに（UN総会）；年間NTD治療者数が10億人に到達

第2回グローバルNTDパートナーシップ会議；NTDが20疾患に

WHO西太平洋地域委員会が『新NTD地域枠組み』を採択

2014

Uniting to Combat NTD設立

顧みられない熱帯病の制圧・根絶の歴史

NTDとして初の世界保健総会採択

NTDがSDGターゲットに（UN総会）
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NTD制圧を目指す過去最大の産官民学パートナーシップの台頭

保健省

他省庁

ドナー

NGO

アカデミア

WHO
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2020年までに達成したこと

• 42か国が少なくともNTD1疾患を制圧
• ギニアワーム根絶未認定国が残り7か国だけに

• アフリカ睡眠病の新規感染者数が25,000人
（1995）から980人（2019）にに削減し、トーゴが
最初の制圧認定国に

• 17か国がリンパ系フィラリア症制圧し、感染者数を

2000年から74％削減（1.99億人から5100万

人に）

• 9か国がトラコーマを制圧し、感染リスク人口を2000年

から91％削減（15億人から1.37億人に）

• NTD対策措置の必要な人口数が2010年から5億人
削減し、17億人に

• 2019年だけで、10億人以上がNTD対策措置を享
受

• 2017年から2019年の間にNTD制圧対策に向けたド

ナーのコミットメントが10億米ドルに到達 14
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From…

伝統的に実行されたアクションとプ
ロセスで成功を評価

ヘルスケアシステムや他セクターと
の協力が少ない縦型の疾患対策プロ
グラム

ドナー・パートナー支援に依存する
アウトサイドインなアジェンダ設定

プログラム
アプローチ

インパクト
による評価

オーナー
シップ

…to

NTDおよび制圧・対策活動が人々や
コミュニティに実際に与えるインパ
クトで成功を評価

NTDsが国家保健計画・予算に含まれ、
ドナー・パートナーの支援によって国の
キャパシティが強化されることにより、
各国が自国予算を投入しオーナーシップ
を発揮

複数疾患プログラムで統合し、他分
野と強固に協力しあう総合的で分野
横断的なアプローチ

旧ロードマップから新ロードマップへのシフトチェンジ
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▪ テクニカルなプログレス（科学的知識、効果的な対策措置など）

▪ 戦略とサービスデリバリー（計画と実行、アクセスとロジなど）

▪ 成功要因（アドボカシー、予算、他分野協力など）

▪ 国・地方レベルでのオーナーシップ強化

▪ ステークホルダーの役割の明確化

▪ 複数疾患に対する対策措置を統合してデリバリー

▪ NTD疾患間、他のヘルスプログラムや他セクターと協力・調整

▪ NTD対策活動の実行のために国のキャパシティ強化とグローバル・地域のリソース
と専門性の提供

▪ 組織セットアップ、実行モデルとマインドセットを2030年ターゲットに達成
に向けてシフト

分野横断的
アプローチ
の強化

実行モデルと
文化を
チェンジ

プログラム
アクション
の強化

▪ UHCという観点からNTD対策管理を改善するために国家保健シ
ステムにNTD対策を組み込み

新ロードマップの戦略枠組み
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疾患ごとの目標・マイルストーン



19Note: all references to “countries” includes countries, areas and territories 

包括的目標

分野横断的
目標

2023 2025 20302020

… … 75%…NTDに関連したDALYsの削減割合

65 … 10040NTDを少なくとも1つ制圧した国の数

… … 90%25%NTD対策の必要な人々の削減割合

0 0 20根絶されたNTDの数

15 20 404皮膚疾患NTDの統合的戦略を導入した国の数

… … 90%…蔓延するすべてのNTDについて報告している数の割合

… … 90%…国家保健戦略・計画の中にNTDが入っている国の数の割合

… … 90%…NTDによる障害対策・管理ガイドラインがヘルスシステムの中に存在する国の数の割合

… … 90%…NTDデータを男女別に収集・報告している国の数の割合

… … 90%…国家予算にNTDに関する項目が含まれる国の数の割合

… … 100%…蔓延地における基本的な水供給・衛生へのアクセス（SDGs 6.1 and 6.2に貢献）

… … 90%…NTDによる壊滅的な自己負担医療普段から免れた人々の割合（SDG 3.8に貢献）

… … 75%…統合集団投薬のカバレッジ指標

… … 75%…ベクター媒介NTDによる死者数の削減割合（Global Vector Control Response に貢献）

指標

包括的かつ分野横断的な目標・マイルストーン
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診断ツール

アクセスとロジスティック

プランニングとプログラム
マネージメント

他分野協力とコラボレー
ション

ヘルスケアインフラとワー
クフォース

オペレーショナル・技術指
針

科学的知識（伝播）

効果的な対策方法

モニタリング評価

能力・意識向上

アドボカシーと資金
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2030年疾病別目標

制圧（伝播阻止） 公衆衛生上の問題として制圧根絶
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疾病および分野別に強化の必要なエリアのヒートマップ



NTDロードマップの達成を支援するということ

国家FDA承認・登録

国家計画・政策・他分野協力

WHO 政策・ガイドライン・マニュアル

WHO ロードマップ・戦略

マルチカントリートライアル（薬剤）・
外部評価（診断ツール）

WHO STAG・ガイドライン策定グループ

国家オペレーションマニュアル

ヘルスワークフォースの能力強化

サプライ供給・調達・輸送

住民動員・啓蒙活動

集団薬剤投与、サーベイランス

リサーチ開発（R&D)

WHO PQ・US/EU FDA承認

プログラムの流れ 責任者

製薬・製造

WHO

保健省
（中央政府か
ら地方政府、
コミュニティ
まで）

パートナー

WHO
大学・研究機関

NGO

保健省
大学・研究機関

NGO

ドナー

GHIT, BMGF

BMGF
USAID
DFID

日本政府
韓国政府...

BMGF
USAID
DFID

日本政府
韓国政府

JICA
KOICA

End Fund... 21



蔓延国政府

• NTDプログラムの計画策定と実行の責任をもつ

R&D・アカデミアパートナー

• 疾患根絶・制圧・対策プログラムの戦略・計画とニーズを理解

• ヘルステクノロジーの開発から受益者までのデリバリープロセスの全体像の理解

ドナー

• ヘルステクノロジーの開発から受益者までのデリバリープロセスの全体像の中でデリバリーとアクセス
を強化・加速するために支援すべきステップの特定

WHO

• 各国が実行可能でエビデンスに基づく疾患根絶・制圧・対策プログラムのグローバル・地域戦略を
策定し、各国の実行を支援、保健システムの強化支援

• Roadmapの達成のために全ステークホルダーとグローバル・地域・国レベルでコーディネート

NTDロードマップの達成を支援するということ
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